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緒 官
Molisch (12)によってサボテン科 (Cactaceae)EPiphylum 属植物の表皮細胞中に多
様な形態を有する特異な蛋白封入体 Proteinkorper(とくに紡錘形が代表的〉が見つけら
れてより，主としてヨーロ yパの多数の細胞学者によって，サボテン科40属の植物に同様





xen (1. 2)による).Amelunxen (1. 2)は初めて電子顕微鏡観察を行ない，この封入
体が大きさ 500x22mμ のひも状粒子の連鎖よりなることを明らかにするとともに，粒子
が核蛋白からなることを証明した. Brandes & Wetter (7)は数種のザボテンから電子
顕微鏡 dip法で長さ 515mμ と650mμ の2種のウイルス粒子を認め， それぞれ Cactus
'virus 1. Cactus virus 2としたが.その後 Brandes& Bercks (6)は前者を Cactus
virus X (CaVX)と命名した.同じように.Sammons & Chessin (16)はアメリカ合
衆国の数種のサボテンから.長さ 515mμ と300mμ の2種のウイルス粒子を観察した.
後者は，その後.Wetter & Paul (17)によって詳しく研究された.
Milicie & Udjbinac (11)は CaVXが ChenopodiumalbumとC.amaranticolorに
局部病斑を生じ.病斑部の表皮細胞中に多数の紡錘形封入体が形成されるのを見つけた.
その後.CaVXはサ守トウダイコン Betavulgaris var. rata f. rubra. フダンソウ B.
vulgaris var. ciclaおよびムギセンノウ Agrostemmagithago (以上10). センニチコウ
GomPhrena globosa (6. 8)に局部感染し，Chenopodium quinoaに全身感染することが
判明した (6).Brandes & Bercks (6). Bercks & Brandes (4. 5)および Bercks(3) 










































































































Nicotiana glutinosa， N. rustica， N. tabacum var. Samsun， N. tabacum var. 
Xanthi，ペチュニア Petuniahybrida，ジロパナヨウシュチョウセ Yアサガオ Datura
stramonium，ソラマメ Viciafaba，エ Y ドウ〈仏国大爽)Pisum sativum，キンギョソ
ウAntirrhinummajus，キンケイソウ Coreoρsisdrummondii，キγレンカ Tropeolum
ma)us，レタス〈グレートレークス)Lactuca sativa，ダリア Dahliaspp.，ジニア Zinnia
elogans，ホウレンソウ〈ピロフレイ)Spinacia oleracea. 
3.物 理 性
病斑を多数生じた C.quinoaの接種葉4gに， O.lM pH 7.0リン酸緩衝液 40mlを加
第 1表 CaVX の 物 理 性
不 活 イじ 温 度 (OC.10分〉
郊. 景品 芦動 換 !Q.. zq 船1.5 。 。
希 釈 限 度
10-1 10-1 10" 10-. 10-& 10-' 10-1 
〉鉱10 〉側 311 ‘，1. a 1ιs 。 。
保 存 限 度(日.200 C) 
〉。榔 〉ゐ
2 4 8 32 48 64 
>6()1) 〉制 1'.4 Z倒 201 164. 39.8 





































































































pH 7. 5ホウ酸緩衝液を加え， テフロンホモジェナイザーを用いて溶かし，約 6，5009





血清を用いて， Brandesらの分類で PVX群に属する他の3つのウイルス， PVX. white 
c10ver mosaic virus (WCMV)および Cymbidiummosaic virus (CyMV)との聞の
血清試験を行なった.各ウイルスは次の植物で、増殖させた.CaVX: C. amaranticolorと



































CaVX. WCMV. PVXおよび CyMVと各抗血清との反応*
抗 血 消 希 釈
x 1 2 4 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 
十H十柑十柵~十-1+十-1+十件特* + 
l!枠制11- ~ト~十~十* * * * + 
柵~十* + 
















-3抗原の電顕観察および C.arnarantic%r. C. quinoa接種葉表皮細胞中の封入体を検
鏡した結果， ウイルス濃度は十分に高いものと推定された.一方，異種ウイルスー抗血
清間反応では，抗PVX血清が CaVX-3.CyMVと反応し，抗CyMV血清が CaVX-l.




salicylate)を加えた. 抗原穴と抗血清穴との間隔は 0.6cm，各穴の直径は 0.8cmとし




サボテン科植物のウイルスとして，これまで知られているものにCactusvirus X (6)， 
Cactus virus 2 (7)および Sammonピopuntiavirus (17)がある. Brandesらは，
まず， ウイルス粒子の大きさと形態から， これら3つのウイルスをそれぞれ PVX群，









る.Chenotodium amarantic%r (11)， C. a/bum (11)， C. quinω(6)，サトウダイコン
Beta 'ou/garis var. ra.如 f.rubra，フダンソウ B.vu/garis var. c;c/a，ムギセンノウ
Agrostemma githago (以上10)，センニチコウ Gomthrenag/obosa (6，8).著者らは，
さらに， Cheno，ρodium mura/e，ツルナ Tetragoniaex，仰nsa，ヒユの1種 Amaranthus
spp.およびヒマワリ He/ianthusannuusを新たな寄主として記載した.
CaVXに感染したサボテン科植物の病徴について， Chessin ら (8)は，病汁を注射
した Otuntiaspp.で， 18ヶ月後に若い扇茎に縮れを伴う退緑斑紋を生じ，さらに，先端








を検定植物とする希釈限度試験によれば， C. amarantic%rは C.quinoaよりも感受性
が低いと考えられた.
Amelunxen (2)は純化試料を用いて CaVX粒子の大きさを測定し， 500 x22mμの
値を得たが， shadowing法によったため，幅の値は明らかに大き過ぎる. Sammonsら
(16)は長さ 515mμ のウイルス粒子を観察し， Brandesら (6)は CaVX粒子の大き
さを 519x13mμ とし， PVXよりも形態はやや硬いと報告した.著者らは CaVX-lにつ
いて測定を行なった結果.523x13mμ の値を得た.
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PVX群に属するウイルス聞の血清学的な関係については，すでに Brandes& Bercks 
(6)， Bercks & Brandes (4，5)およびBercks(3)の詳細な報告がある.Bercks (3)は
55の抗PVX血清と CaVX，c10ver yellow mosaic virus (CYMV)， hydrangea ringspot 
virus (HyRV)および WCMVを反応させ，その中でそれぞれ39，24， 34および39の
抗血清が各ウイルスと反応するのを認めた. さらに， 抗血清の濃縮によって，反応する
抗血清数と最高反応希釈値を上げることに成功した.Brandes & Bercks (6)は濃縮抗
血清を用いて， CaVXと抗PVX血清間で最高64倍まで，抗 CaVX血清に対し， PVX， 
WCMVおよび HyRVはそれぞれ最高64倍， 2倍および32倍まで反応するのを認めた.
Bercks & Brandes (5)によれば， CaVX， HyRV， PVXおよび WCMVが抗 CYMV
血清と反応し， CYMVが抗 PVX-，抗 HyRV-，抗 WCMV-および抗 CaVX血清と反
応したのを除けば，これらウイルスと抗血清聞に異種反応(heterologousreaction)はま
ったく認められなかった.
PVX群中， CaVX，当研究室で保存中の PVX，WCMVおよび CyMVと各抗血清を
用いて，これら全ての組み合わせについて徴凝集反応試験を行なった結果， CaVX-1およ
び CaVX-2とCaVX-3との聞に次のような差異を見い出した.すなわち，抗 CaVX-1




たのは CyMVー 抗PVX血清の組み合わせで，反応は2倍までであった.Bercks (3)の
主張のように，たとえば，渡縮による高力価血清を用いるならば，これらのウイルス聞の
血清学的な近縁関係がさらに明確にされる可能性があるように思われるが，本報では検討








サボテンXウイルス Cactusvirus X (CaVX)をウチワサボテン属の l種から2株
(CaVX-1， CaVX-2)，カニサボテンから1株(CaVX-3)分離し，主として， CaVX-1につ




入体が観察された. C. quinoa接種葉をウイルス源とし， C. quinoaを検定値物とした
物理性試験で，不活化温度70....750C，希釈限度10-&...10-8，保存限度64日以上の値を得
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た.ウイルスはひも状で，大きさは約520x13mμ と測定された. C. quinω 接種葉から
CaVX-1の純化を行ない，部分純化試料をウサギに注射し， 力価1.024倍の抗血清を得
た.これと当研究室保存の PVX，WCMV， CyMVおよびそれぞれの抗血清を用いて血清
試験を行なった結果，抗 CaVX-1血清に対し， CaVX-2， CaVX-3はそれぞれ 1，024倍，
8倍まで反応したが， WCMV， PVX， CyMV はいずれも反応しなかった.抗 WCMV血
清に対しては，他のウイルスはまったく反応せず，抗 PVX血清に対しては， CaVX-3と
CyMVがともに2倍まで反応したが，他のウイルスは反応しなかった. 抗 CyMV血清
に対しては， CaVXの全分離株がともに4倍まで反応したのに対し， WCMVと PVXは
反応しなかった.
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E. Cavx・1に感染したヒ 7 ワリ緩種葉表皮細胞中に観察された紡錘封入体(ヨード・ヨード
カリ液染色).
F. CaVX-lに感染した C.quinoa接種葉から作った dip法試料の電子顕微鏡写真(タロ
ム蒸着.40，0∞倍).
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